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男子チームの試合 11月11日（土）　午前9時50分～
 Ｃコート（県立ホッケー場）
 対　奈良県
男子チーム
監　督　谷　　伸一（織田中学校）
コーチ　赤尾　昌倫（朝日中学校）
主　将　浅川　海音

写真：（公社）日本ホッケー協会提供

氏　　名 学校名 学年
浅川　海音

朝日

3

石田健太郎
奥本　　良
筧　　大樹
加藤　玲音
佐々木拓人
谷口　隼斗
月田　駿丞
中山　凌茉
松田　悠矢
山口　晃樹
吉田　有我
小林　竜矢

織田

駒野　巧実
関　　涼太
相馬　壱成
古川　海人
山岸　理玖
岡野　流大

鯖江
堀川　大那

氏　　名 学校名 学年

八本木萌心

朝日
3

吉田　未唯

宮川　莉穂

山之上憂伊

山田　雪羽

関野　彩華 鯖江

木下　姫依

朝日
2

筧　　香夏

佐々木みる

田村　知以

渡辺　友香

宮永　萌絵

松山　愛理

上坂　奈々 織田

女子チームの試合 11月11日（土）　午前10時40分～
 Ｂコート（町立ホッケー場 山側コート）
 対　岩手県
女子チーム
監　督　水島　秀嘉（鯖江中学校）
コーチ　栁生　香奈（朝日中学校）
主　将　八本木萌心

写真：（公社）日本ホッケー協会提供

氏　　名 学校名 学年
青木　翔太

朝日

2

浅川　　光
桒原　零弥
清水　大夢
戸田　貴仁
南部蒼太朗
西宮　侑輝
野村　将汰
橋本　一真
藤井　陽月
吉田　光志
吉田　晴航
吉田　怜生
杉本　竣哉

織田谷口　法阿
林　　大寿
関野　尚輝 鯖江

氏　　名 学校名 学年

近江　衣咲

朝日

1

野村　花音

橋本りょう

前田悠里江

宮川　真希

佐々木悠希

織田

佐々木心叶

林　佑十里

木村　心音

谷口　瑞季

問合せ先　スポーツ振興課　☎34–8730

▲優勝を喜ぶ福井クラブ男子のみなさん（全日本社会人選手権）

▲相手陣地に果敢に攻め込む福井クラブ（黄）（全日本社会人選手権）

▲国体初優勝を手にした成年男子のみなさん（えひめ国体ホッケー競技会）

　
9
月
16
日
か
ら
19
日
、
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
（
町
立

ホ
ッ
ケ
ー
場
）・
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、「
２
０
１
７
年
度
全

日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
（
福
井
し
あ
わ
せ
元
気

国
体
プ
レ
大
会
）」
が
開
か
れ
、
福
井
ク
ラ
ブ
男
子
が
初
の
優
勝

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
1
日
か
ら
5
日
、
愛
媛
県
伊
予
市

し
お
さ
い
公
園
伊
予
市
民
競
技
場
・
伊
予
郡
松
前
町
ホ
ッ
ケ
ー
公
園
ホ
ッ

ケ
ー
場
で
開
か
れ
た
「
え
ひ
め
国
体
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
」
で
は
、
成
年

男
子
が
国
体
で
の
初
優
勝
を
飾
り
、
成
年
女
子
は
5
位
入
賞
。
少
年
男

女
も
3
位
と
な
り
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
で
総
合
優
勝
し
、
天
皇
杯
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。
来
年
開
か
れ
る
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
へ
向
け

て
の
競
技
力
の
向
上
が
実
を
結
び
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
躍
も
期
待
し
、
チ
ー
ム
福
井
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

2017年度 全日本社会人 ホッケー選手権大会
（福井しあわせ元気国体プレ大会）
男　子　優　　勝　福井クラブ
女　子　ベスト8　福井クラブ

えひめ国体ホッケー競技会
成年男子　優　勝　福井県
成年女子　5　位　福井県
少年男子　3　位　福井県（丹生高校男子ホッケー部）
少年女子　3　位　福井県（丹生高校女子ホッケー部）

福
井
国
体
へ
向
け
躍
進
！

成年男子 社会人大会（福井国体プレ大会）・愛媛国体2冠達成！！

福　　井　　県　　チ　　ー　　ム

　11月11日（土）、12日（日）の2日間、町営朝日総合運動場（町立ホッケー
場）と県立ホッケー場で、第18回全日本中学生都道府県対抗11人制ホッ
ケー選手権大会が開かれます。
　今年度は、全国から男子22チーム、女子20チーム、約800人の選手が
参加します。
　福井県チームの活躍と勇姿にみなさんのご声援をお願いします。

第18回全日本中学生都道府県対抗
11人制ホッケー選手権大会 チ

ー
ム
福
井
ホ
ッ
ケ
ー
競
技



第
15
回
織
田
信
長
公
顕
彰

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

9
月
20
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
15
回
織
田
信
長
公
顕
彰
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
愛
好
者

１
８
０
人
（
男
子
１
１
３
人
、
女
子
67
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
坂
下　
豎
雄

　
　
準
優
勝　
田
崎　
昌
弘

　
　
3　
位　
牛
若　
一
男

　
　
4　
位　
高
島
嘉
左
ヱ
門

　
　
5　
位　
細
川　
一
男

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
三
谷
ミ
ツ
江

　
　
準
優
勝　
高
橋　
悦
子

　
　
3　
位　
千
秋　
政
子

　
　
4　
位　
加
藤
ル
リ
子

　
　
5　
位　
北
川　
洋
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
13
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
ま
た
、
9
月
27
日
に
は
、
越
前
陶
芸
村
農
村

広
場
で
、
第
13
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

か
れ
、
１
４
８
人
（
男
子
96
人
、
女
子
52
人
）

の
愛
好
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部

　
　
優　
勝　
谷
口
喜
代
志

　
　
準
優
勝　
山
本　
二
六

　
　
3　
位　
荒
木　
光
雄

　
　
4　
位　
山
内　
満
幸

　
　
5　
位　
渡
辺　
髙
松

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
古
川　
文
枝

　
　
準
優
勝　
荒
木　
桂
子

　
　
3　
位　
富
田　
信
子

　
　
4　
位　
青
木
み
よ
の

　
　
5　
位　
三
谷
ミ
ツ
江

　
10
月
9
日
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
鯖
丹
地
区
子
ど
も
ま
つ
り
が
開
か
れ
、
親
子

約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
壁
新
聞
の
表
彰
式
の
あ
と
、「
ど
き
ど
き
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
大
運
動
会
」
と
し
て
、
綱
引
き
や
大
玉
送

り
な
ど
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
、
親
子
や
チ
ー
ム

対
抗
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投
げ
や
射
的
な
ど

で
遊
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
ち
ら
し
寿
司
や
と
ん
汁

な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
越
前
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
が
受
付
や
司
会
を
担
当
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

鯖
丹
地
区
子
ど
も
ま
つ
り

▲狙いを定めて射的に挑戦

▲優勝した鯖江Ｂのみなさん

　
10
月
５・
６
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
第
18
回
越
前
海
岸
荒
磯
シ
ル
バ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら

26
チ
ー
ム
、総
勢
１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
鯖
江
Ｂ
（
鯖
江
市
）

　
準
優
勝　
鯖
江
Ａ
（
鯖
江
市
）

　
3　
位　
サ
ザ
波
（
滋
賀
県
長
浜
市
）

　
4　
位　
ヤ
ブ
サ
メ
（
石
川
県
白
山
市
）

　
5　
位　
さ
く
ら
サ
ン
（
福
井
市
）

第
18
回
越
前
海
岸
荒あ

り

磯そ

シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
10
月
21
日
、
え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
の
つ

ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
男
声
合
唱
団
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
ふ
く
い
の

み
な
さ
ん
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
か
ざ
り
、
え
ち

ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
と
越

前
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
み
な
さ

ん
が
宣
言
文
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　
町
民
催
事
で
は
、
合
併
後
の
越
前
町
で
初
め

て
女
性
議
員
に
な
ら
れ
た
南
ゆ
か
り
さ
ん
に
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
講
演
会
で
は
、
作
家
で
僧
侶
の
家い

え

田だ

荘し
ょ
う

子こ

さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
生
き
る

と
い
う
こ
と
～
共
に
輝
く
未
来
に
向
か
っ
て

～
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
ら
の
弱
さ
を
知
り
、
一
歩
一
歩
、
確
実
に

前
へ
と
進
ん
で
き
た
姿
勢
は
、
私
た
ち
に
生
き

る
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
背
中
を

そ
っ
と
押
し
て
く
だ
さ
る
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る

お
話
し
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
、
越
前
町
文
化
協
議
会
の

各
団
体
に
よ
る
俳
句
や
絵
手
紙
の
展
示
、
越
前

町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
内
容

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
つ
ど
い
に
花
を
添

え
て
い
ま
し
た
。

え
ち
ぜ
ん
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た

▲家田荘子さんによる講演会 ▲男声合唱団ゴールデンエイジふくいのみなさん

　

９
月
30
日
か
ら
10
月
10
日
、
愛
媛
県
の
各

会
場
で
え
ひ
め
国
体
が
開
か
れ
、
各
種
目
で
町

内
在
住
の
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
福
井
国
体
に
向
け
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

大
会
結
果

　
ボ
ク
シ
ン
グ

　
少
年
男
子
ラ
イ
ト
ウ
エ
ル
タ
ー
級

　
　
3　
位　
佐
々
木
崇
弥

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
成
年
男
子

　
　
3　
位　
監
督　
牛
若　
祐
喜

　
　
　
　
　
　
選
手　
高
山　
博
貴

え
ひ
め
国
体
で
「
え
が
お
」　
入
賞
者
の
み
な
さ
ん

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
成
年
男
子

　
　
5　
位　
選
手　
佐
々
木
雄
弥　

　
ク
レ
ー
射
撃　
成
年
男
子
ス
キ
ー
ト　
団
体

　
　
6　
位　
選
手　
南
田　
昌
宏

　
陸
上　
成
・
少
年
男
子
共
通
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　
　
8　
位　
選
手　
嘉
奈　
宏
造

今年の愛媛から来年は福井へ

　

10
月
21
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
参
加
、
明
る

い
選
挙
の
推
進
の
た
め
に
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
う
中
、
越
前
町
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
の
委
員
の
み
な
さ
ん
が
チ
ラ
シ
や
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、投
票
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
選
挙
の
啓
発
を
目
的
に
導
入

さ
れ
、
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
書
記
に
任

命
さ
れ
た
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
も
、
来
場
者
に
「
期

日
前
投
票
に
行
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
、
啓
発

活
動
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
啓
発
活
動

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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　近年、学校給食法の改正に伴い「学校給食衛生管理基準」が示され、学校給食の調理場では、食の安全・安心を確
保するため施設や設備の面で一層の対応が必要になるなど、学校給食を取り巻く環境は大きく変化しています。こ
うした状況の中、町内に4つある学校給食センターの施設や設備は老朽化が進み、改善は喫緊の課題となっていま
した。
　そこで、平成26年6月に「越前町学校給食センターあり方検討委員会」を設置、平成27年1月に同委員会から4
つの給食センターの統合に向けた答申が出されました。それを受け、平成28年2月に「越前町学校給食センター建
設検討委員会」を設置し、建設場所や設計などの検討を行いました。
　委員会では、建設場所を地理的に町のほぼ中心地である「旧宮崎生涯学習センター」跡地に決定し、工事に着手
しました。
　新築される統合学校給食センターは、調理場の床面を乾いた状態に保ち、衛生的な調理作業ができるドライ方式
を導入します。また、2階には調理場が見学できる多目的ホールや調理実習室を設置し、食育活動の推進に向けた整
備を進めています。
　建設工事は、平成30年7月末に完了し、9月からの給食提供開始を予定しています。

工 事 名	 ・越前町統合学校給食センター（仮称）建築工事
	 ・越前町統合学校給食センター（仮称）機械設備工事
工事場所	 越前町江波
設計監理	 越前町統合学校給食センター（仮称）設計業務
	 ㈱木下設計・㈱シルバー建築設計事務所設計共同体
監　　理	 公益財団法人　福井県建設技術公社
施 工 者 ・建築工事
	 　㈱大生・岬建設㈱・橋本建設㈱　越前町統合学校給食センター（仮称）
	 　建築工事特定建設工事共同企業体
	 ・機械設備工事
	 　オタ建設㈱・㈱丸安建設・國成建設㈱越前町統合
	 　学校給食センター（仮称）
	 　機械設備工事特定建設工事共同企業体
構造規模	 構　　造	 鉄骨造2階建
 敷地面積	 5,648.88㎡
  1 　　階	 2,031.41㎡
  2 　　階	 853.86㎡
調理能力	 最大2,500食／日、アレルギー対応食30食／日　
施設概要	 ■	ドライシステム（調理施設）
	 ■	調理施設温度・湿度管理システム
	 ■	ノロウイルス等感染症予防対策室
	 ■	アレルギー食対応調理室
	 ■	見学ホール（シアター方式／ 100人収容）
	 ■	食育推進等調理実習室
竣工予定	 平成30年7月末
業務開始	 平成30年9月　調理・配食開始
配 食 先	 小学校8校	（朝日小、糸生小、常磐小、宮崎小、四ヶ浦小、城崎小、織田小、萩野小）　
	 中学校4校	（朝日中、宮崎中、越前中、織田中）
	 保育所3所	（宮崎中央、小曽原、陶の谷）
総事業費	 13億8千万円（建築工事、機械設備工事、周辺整備工事など）

問合せ先　学校教育課　☎34–8716

「越前町統合学校給食センター ( 仮称 ) 建設工事」が始まりました

工　　　事　　　概　　　要

▲　施設外観　▼

平成29年度予算の上半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします

一般会計の収支の状況

特別会計、事業会計の収支の状況 財産の現在高

予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 124億1,000万円 11億4,201万8千円 135億5,201万8千円

特別会計 65億9,995万4千円 1億443万5千円 67億438万9千円

事業会計 8億5,442万円 260万円 8億5,702万円

合　　計 198億6,437万4千円 12億4,905万3千円 211億1,342万7千円

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,180,381 1,473,046 67.6%
地 方 譲 与 税 等 485,000 256,346 52.9%
地 方 交 付 税 5,200,000 3,521,528 67.7%
交通安全対策特別交付金 1,500 846 56.4%
分 担 金 及 び 負 担 金 294,406 111,522 37.9%
使 用 料 及 び 手 数 料 79,486 42,535 53.5%
国 庫 支 出 金 1,053,488 262,484 24.9%
県 支 出 金 1,043,474 202,301 19.4%
財 産 収 入 113,800 30,059 26.4%
寄 附 金 100,001 7,999 8.0%
繰 入 金 471,351 0 0.0%
繰 越 金 565,186 759,369 134.4%
諸 収 入 153,145 22,865 14.9%
町 債 1,810,800 0 0.0%

歳　入　合　計 13,552,018 6,690,900 49.4%

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,590,788 973,717 37.6% 1,122,455 43.3%
介 護 保 険 事 業 2,422,533 990,298 40.9% 929,730 38.4%
後期高齢者医療事業 234,350 83,275 35.5% 62,528 26.7%
簡 易 水 道 事 業 384,331 124,568 32.4% 164,581 42.8%
公 共 下 水 道 事 業 624,530 102,499 16.4% 289,385 46.3%
集 落 排 水 事 業 336,275 53,201 15.8% 146,107 43.4%
温 泉 事 業 19,164 9,357 48.8% 3,100 16.2%
農林漁業体験実習館事業 25,732 8,188 31.8% 9,798 38.1%
土 地 区 画 整 理 事 業 66,686 16,643 25.0% 485 0.7%

合　　　　　計 6,704,389 2,361,746 35.2% 2,728,169 40.7%

種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,758,079㎡
建 物 205,442㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,501㎡
有 価 証 券 1,500千円
出資による権利 642,364千円

基
金

一 般 会 計 6,785,552千円
特 別 会 計 149,318千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 9,516,923千円

特
別
会
計

簡 易 水 道 事 業 2,074,761千円
公共下水道事業 2,526,414千円
集 落 排 水 事 業 1,120,847千円
土地区画整理事業 29,800千円

事
業
会
計

上 水 道 事 業 1,927,502千円
国民健康保険病院事業 664,761千円

合　　　　　計 17,861,008千円

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D ／ C

上水道事業
収益的収支 259,757 113,765 43.8% 259,757 73,527 28.3%
資本的収支 8,532 1,296 15.2% 153,441 78,572 51.2%
合　　　計 268,289 115,061 42.9% 413,198 152,099 36.8%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 321,681 100,013 31.1% 321,681 196,857 61.2%
資本的収支 46,035 0 0.0% 122,141 53,848 44.1%
合　　　計 367,716 100,013 27.2% 443,822 250,705 56.5%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金など
で補てんします。

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 103,841 53,342 51.4%
総 務 費 1,486,521 561,179 37.8%
民 生 費 3,324,758 1,169,652 35.2%
衛 生 費 1,028,264 377,358 36.7%
労 働 費 49,478 43,389 87.7%
農 林 水 産 業 費 861,781 165,011 19.1%
商 工 費 806,618 477,308 59.2%
土 木 費 1,274,873 158,967 12.5%
消 防 費 652,585 233,784 35.8%
教 育 費 2,541,568 636,812 25.1%
公 債 費 1,263,569 620,571 49.1%
諸 支 出 金 148,162 0 0.0%
予 備 費 10,000 0 0.0%
歳 出 合 計 13,552,018 4,497,373 33.2%

■歳入	 （単位：千円）

■特別会計の収支の状況	 （単位：千円）

■事業会計の収支の状況	 （単位：千円）

■歳出	 （単位：千円）

　平成29年度上半期の「一般会計、特別
会計、事業会計の予算規模、収支の状況」
と「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算現額には、平成28年度から
の繰越額は含まれておりません。

問合せ先　企画財政課　☎34–8702
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オレンジリボンには子ども虐待を防止する
というメッセージが込められています。

　
町
の
職
員
を
か
た
っ
て
「
保
険
料
や
医
療
費

の
還
付
金
が
あ
る
」、「
通
知
を
送
っ
た
が
、
届

い
て
い
な
い
か
」、「
今
日
中
に
手
続
き
が
必
要

だ
」
と
い
っ
た
手
口
の
還
付
金
詐
欺
が
増
え
て

い
ま
す
。

詐
欺
を
見
抜
く
ポ
イ
ン
ト

　
町
の
職
員
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
て

お
金
の
返
還
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
個
人
の
口
座
情
報

を
聞
き
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

対
処
方
法

・
町
の
職
員
か
ら
「
お
金
を
返
す
」、「
家
族
構

成
や
個
人
情
報
、
口
座
情
報
を
教
え
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
電
話
が
あ
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に

ご
家
族
や
知
人
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
警

察
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
還
付
金
詐
欺
は
、
ご
家
庭
の
固
定
電
話
に
か

か
っ
て
き
ま
す
。
留
守
番
電
話
機
能
や
ナ
ン

バ
ー
表
示
機
能
を
活
用
し
て
怪
し
い
電
話
に

は
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
機
を
警
告
機
能
な
ど
が
付
い
た
も
の
に

交
換
す
る
こ
と
は
、
詐
欺
の
犯
人
を
撃
退
す

る
上
で
と
て
も
効
果
的
で
す
。

そ
の
他
の
詐
欺

　

有
料
サ
イ
ト
な
ど
の
利
用
料
金
の
未
納
に

関
す
る
最
終
告
知
な
ど
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
や

メ
ー
ル
を
送
り
、
電
話
を
か
け
さ
せ
る
架
空
請

求
詐
欺
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
訴
訟
」や「
裁
判
所
」と
い
う
単
語
を
使
い
、

受
け
取
っ
た
相
手
の
不
安
を
駆
り
立
て
て
電
話

を
か
け
さ
せ
、
お
金
の
振
込
み
を
要
求
す
る
手

口
で
す
。こ
の
よ
う
な
通
知
を
受
け
取
っ
て
も
、

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

絶
対
に
電
話
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
中
に

は
「
法
務
省
○
○
局
」
や
「
○
○
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
な
ど
実
在
す
る
官
公
庁
や
会
社
と
混

同
す
る
よ
う
な
名
前
を
か
た
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

通
知
を
無
視
し
て
良
い
か
迷
っ
た
場
合
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
警
察
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
７
６–

２
２–

１
１
０
２

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
総
務
課
内
）

　
　
☎
３
４–

８
７
０
０

動物病院一覧
市町名 動物病院名 所　在　地 電  話  番  号

鯖江市
あさざわ動物病院 鯖江市神明町 0778 （53） 1772
のろ動物病院 鯖江市下野田 0778 （62） 3037

越前市

かわもと動物病院 越前市新保町 0778 （23） 9511
たけふ動物医療センター 越前市千福町 0778 （24） 1708
ヒロ動物病院 越前市国高 0778 （22） 0101
ミドリペットクリニック 越前市高瀬 0778 （22） 6038

福井市

さかい動物病院 福井市文京 0776 （22） 0181
柴田動物病院 福井市南四ﾂ居 0776 （52） 1122
大門動物病院 福井市飯塚町 0776 （34） 1221
とくだ動物病院 福井市渕 0776 （34） 1270
ハート動物病院 福井市花堂南 0776 （35） 1711
山田動物病院 福井市大町 0776 （34） 1050

坂井市 はるえ動物病院 坂井市春江町江留上錦 0776 （51） 8212

　
「
も
し
か
し
て
虐
待
？
」
と
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
と
え
ば
、「
長
時
間
子

ど
も
の
泣
き
声
が
す
る
」、「
ひ
と
晩
中
、
外
に

子
ど
も
を
放
り
出
し
て
い
る
」
な
ど
、
み
な
さ

ん
の
電
話
が
子
ど
も
を
救
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
も
虐
待
？
」
と
悩
ん
で
い
る
人
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
24
時
間

対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
課
で
も
、
休
日
や

夜
間
も
対
応
し
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

　
身
体
的
虐
待

殴
る
、
け
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

お
ぼ
れ
さ
せ
る　
な
ど

　
性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

な
ど

11
月
は
『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』
で
す　

ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放

置
す
る
、
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い

な
ど

　
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、
無
視
、
兄
弟
姉
妹

な
ど
と
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
な
ど

問
合
せ
先

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
１
８
９

　
福
井
県
児
童
相
談
24
時
間
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
７
７
６–

２
４–

３
６
５
４

　
福
祉
課

　
　
☎
３
４–

８
７
２
５

　狂犬病予防法では、犬を飼い始めた人は、飼い犬の登録、年1回の狂犬病予防注射の接種、犬への鑑札と狂犬病
予防注射済票の装着が義務付けられています。違反すると、20万円以下の罰金の対象となりますので、接種してい
ない場合は動物病院で必ず受けてください。
　下記の動物病院は、町と狂犬病予防注射の業務委託を締結しています。狂犬病予防注射済票を即時交付していま
すので、役場への届出は不要です。また、飼い犬の登録がお済みでない人も動物病院で手続きができます。
　なお、飼い犬が亡くなった場合は、住民環境課または宮崎・越前・織田住民サービス室まで必ずご連絡ください。

問合せ先　住民環境課　☎34–8708

飼い犬の登録と狂犬病予防注射の接種をお願いします

　
自
分
の
人
権
・
他
人
の
人
権
は
、
守
ら
れ
て

い
ま
す
か
？

　
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
困
り

ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
、
わ
か
り
や
す
く
親
切
に
行
わ
れ
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
1
日
㈮

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

場　
所　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

　
ま
た
、
11
月
24
日
か
ら
30
日
の
間
は
、
人
権

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
作
品
を
越
前
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
☎
３
４–

８
７
１
５

男女共同参画・人権のとびら

　一人で悩んでいませんか？ 11月13日（月）から19日（日）は、全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間です。
　福井地方法務局・福井県人権擁護委員連合会では、電話相談窓口を開きます。職場での
いじめ、ストーカー、セクシュアル・ハラスメント、夫やパートナーからの暴力など、ひ
とりで悩まず、相談してください。
　「女性の人権ホットライン」は、悩みを持った女性が気軽に相談できる専用の電話相談
窓口で、法務局職員または人権擁護委員が相談に応じます。

相談窓口　0570‒0
ゼロナナゼロ

70‒
の

8
ハートライン

10
　　　　　（※ IP 電話、PHSからは、ご利用できません。）

日　　時　11月13日（月）～17日（金）　午前8時30分～午後7時
　　　　　11月18日（土）・19日（日）　午前10時～午後5時

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34–8715

「女性の人権ホットライン」

Vol.16
人権イメージキャラクター

人 KEN まもる君
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60
歳
前
後
の
勤
労
者
を
対
象
と
し
て
、
年
金

制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
安
心
で
充
実
し

た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
個
別
相
談
の
時
間
も

設
け
ま
す
。

日　
　
時　
11
月
11
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
　
所　
武
生
商
工
会
議
所（
越
前
市
塚
町
）

年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す

講　
　
師　
特
定
社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　
　
　
青
垣　
智
則　
氏

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
11
月
６
日
㈪

問
合
せ
先

　
（
公
財
）
福
井
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

　
☎
０
７
７
６–

２
２–

６
２
２
２

　
今
回
の
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
成
人
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
の
高
山
博
貴
さ

ん
で
す
。

　

高
山
さ
ん
が
最
初
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
た
の
は
、
少
年
野
球
だ
そ
う
で
す
。
た

し
か
に
、私
の
イ
メ
ー
ジ
は
、白
球
を
追
い
か
け
る
野
球
少
年
の
高
山
さ
ん
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
、
十
数
年
経
っ
た
今
、
高
山
さ
ん
を
取
材
で
き
る
こ
と
は
、
何
だ
か
不

思
議
な
感
覚
で
し
た
。

　

高
山
さ
ん
は
、
小
学
校
の
時
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
始
め
、
鯖
江
ボ
ー
イ
ズ
、

福
井
高
校
と
野
球
部
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
野
球

か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
転
身
し
、
県
下
で
も
強
豪
チ
ー
ム
の
「
ス
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
同
じ
チ
ー
ム
の
選
手
か
ら
話
し
を
お
聞
き
す
る
と
、

高
山
さ
ん
の
魅
力
は
、
俊
敏
に
ボ
ー
ル
を
さ
ば
く
守
備
に
あ
る
そ
う
で
、
そ
の
守

備
で
幾
度
と
な
く
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
て
き
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
山
さ
ん
に
、
そ
の
事
を
聞
く
と
、
ま
だ
ま
だ
自
分
の
守
備
を
磨
い
て
い
き
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
高
山
さ
ん
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
え
ひ
め

国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年
男
子
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
国
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

国
体
で
は
、
チ
ー
ム
は
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
が
、
高
山
さ
ん
自
体
は
、
3
回
し

か
プ
レ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
チ
ー
ム
の
勝
利
に
あ
ま
り
貢
献
出
来
な

か
っ
た
こ
と
が
悔
し
い
と
話
す
高
山
さ
ん
で
す
が
、
今
後
も
自
身
の
特
徴
を
活
か

し
選
手
と
し
て
大
き
く
躍
進
で
き
る
素
質
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
山
博
貴
さ
ん
の
活
躍
に
今
後
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

スーパードライ所属

上川去区　高 山  博 貴さん
（ソフトボール）

みつけた！ わが町の
アスリート

Athlete of Our Town

　

県
の
最
低
賃
金
が
、
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
７
７
８
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
７
７
６–

２
２–

２
６
９
１

最
低
賃
金
改
定
の
お
知
ら
せ

平成29年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  9月16日～10月15日

問合せ先　監理課　 ☎34–8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　 管　 課
平成29年度 越前地域福祉センター空調設備入替工事 梅 浦 18,252,000 ㈱大生 福 祉 課
平成29年度 林道別司峠線法面保全工事 厨 2,775,600 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課
平成29年度 宮崎農村環境改善サブセンター改修工事 陶 の 谷 7,624,800 西田中建設㈱ 農林水産課
平成29年度 萩野生活改善センター改修工事 細 野 4,600,800 丹生工業㈱ 農林水産課
平成29年度 織田鎌坂地区農業用用排水施設整備工事 織 田 4,741,200 山中建設㈱ 農林水産課
平成29年度 越前第２地区小曽原農業用用排水施設整備工事 小 曽 原 3,135,240 前田建設㈱ 農林水産課
平成29年度 越前第２地区上川去農道舗装工事 上 川 去 7,063,200 ㈱森下組 農林水産課
平成29年度 越前第２地区古屋農道舗装工事 古 屋 3,348,000 ㈱大生 農林水産課
平成29年度 町道辻・上野2号線消雪施設整備工事詳細設計
　　　　　  業務委託 織 田 4,827,600 ㈱サンワコン 建 設 課

平成29年度 町道国体線道路改良工事（その１） 気 比 庄 8,812,800 西田中建設㈱ 建 設 課
平成29年度 町道国体線道路改良工事（その２） 気 比 庄 7,138,800 西田中建設㈱ 建 設 課
平成29年度 町道国体線道路改良工事（その３） 気 比 庄 5,659,200 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課
平成28年度（繰） 町道沖田・笈松線道路改良工事（その２） 入 尾 3,672,000 山中建設㈱ 建 設 課
平成29年度 町道福井線道路改良工事（その３） 上 糸 生 8,370,000 西田中建設㈱ 建 設 課
平成29年度 町道福井線道路改良工事（その４） 小 倉 4,552,200 斉藤建設㈱ 建 設 課
平成29年度 社会教育施設公衆無線設備整備工事 内 郡 外 4,752,000 ㈱大生 生涯学習課
平成29年度 県立ホッケー場管理棟改修工事 内 郡 23,760,000 ㈱大生 スポーツ振興課
平成29年度 朝日総合運動場屋外トイレ改築工事 内 郡 19,548,000 朝日木材産業㈱ スポーツ振興課

　
新
し
い
農
業
者
年
金
は
、
自
分
が
積
み
立
て

た
原
資
と
運
用
益
に
よ
り
、
生
涯
に
わ
た
り
年

金
が
受
け
ら
れ
、
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左
右

さ
れ
ず
、
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
安
心
・
安
全
な
公
的
年
金
で
す
。
国
民
年

金
に
上
乗
せ
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年

金
を
受
給
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
人
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を

持
た
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き

ま
す
。

保
険
料
が
自
由
に
選
択
で
き
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　
国
庫
補
助
を
受
け
な
い
場
合
、
保
険
料
を
月

額
2
万
円
か
ら
最
高
6
万
7
千
円
ま
で
、
千
円

単
位
で
選
択
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
自

身
で
い
つ
で
も
額
の
変
更
が
で
き
ま
す
。
保
険

農
業
者
を
応
援
す
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

料
は
全
額
社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
り
、
年
金

受
給
の
際
に
は
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

積
立
型
の
80
歳
保
証
付
き
終
身
年
金
で
す

　
将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
あ
ら
か

じ
め
自
分
で
積
み
立
て
、
運
用
実
績
に
よ
り
受

給
額
が
決
ま
り
ま
す
。
年
金
は
、
65
歳
受
給
開

始
を
原
則
と
し
て
終
身
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に

加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場

合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
ら
れ
る
の
は
農
業
者

老
齢
年
金
を
予
定
利
率
で
割
り
戻
し
た
額
が
、

死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

国
か
ら
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す

　
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を
備
え
た
意

欲
あ
る
農
業
者
に
対
し
、
保
険
料
（
月
額
2
万

円
）
の
2
割
、
3
割
ま
た
は
5
割
の
国
庫
補
助

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
農
業
委
員
会
（
農
林
水
産
課
内
）

　
☎
３
４–

８
７
０
４

　
町
で
は
、
平
成
30
年
成
人
式
を
挙
行
し
ま
す
。

日　
　
時

　
平
成
30
年
1
月
7
日
㈰

　
午
前
11
時
～　
式
典

場　
　
所

　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

平
成
30
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　
相
続
登
記
を
お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
。
相

続
や
遺
言
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
相
続
登
記
や
遺
産
分

割
、
遺
言
に
関
す
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

期　
　
日

　
12
月
9
日
㈯

場　
　
所

　
福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　
（
越
前
市
新
町
）

県
内
一
斉
！
相
続
に
関
す
る
講
演
会
・
相
続
登
記
相
談
会

1

3

25

　

10

4

内　
　
容

　
相
続
に
関
す
る
講
演
会

　
午
後    

　
時
～
午
後
　
時
　
分

　
相
続
（
遺
言
）
に
つ
い
て

　
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
に
つ
い
て

　
相
続
登
記
等
相
談
会

　
午
前
　
　
時
～
午
後
　
時

※
福
井
県
司
法
書
士
会
へ
の
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。（
☎
０
７
７
６–

４
３–

０
６
０
１
）

問
合
せ
先

　
福
井
地
方
法
務
局

　
☎
０
７
７
６–

２
２–

５
１
７
４

対
象
者

　
平
成
9
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
10
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
人
。

ま
た
は
、
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
３
４–

２
０
０
０

広報 えちぜん 10平成29年11月号広報 えちぜん11 平成29年11月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）

☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

A word from the international arena...

Vol.130
国際交流室から一言

マレーシア研修団が越前町を訪れました

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　10月 6日から15日まで、マレーシアから大学生などの研修団19人が日本文化や産業を学ぶため
越前町を訪れました。
　研修団は、糸生分館を拠点に、イスラム教に則った生活を送りながら、県内企業や町内施設で研
修を行いました。研修団のみなさんは非常に積極的で、研修以外にも越前町国際交流協会会員との
交流会、町民のみなさんにマレーシア文化を紹介する異文化理解講座、町内児童との交流会など様々
な活動を行いました。
　また、日本の文化や風習についても熱心に学び、和菓子作りや陶芸体験以外にも、糸生分館では、
「トイレ清掃」を自ら取り入れるなど、様々な面で研修を行う事ができました。

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36–0119
朝日分遣所　☎34–0119
越前分遣所　☎37–0119
http://www.fd-sabaenyu.jp/

★
町
長
賞

▲萩野小6年　北島美羽

★
防
火
協
会
長
賞

▲織田小3年　冨田杏珠

▲糸生小2年　田中蒼琉▲四ヶ浦小1年　森川亜莉碧

★
消
防
団
長
賞

★
福
井
新
聞
社
賞

▲城崎小6年　荒川恒毅

▲常磐小5年　荒木優杏

▲朝日小1年　熊谷唯花 ▲朝日小3年　尾﨑凰生

★
消
防
長
賞

▲朝日小5年　朝日翔太▲宮崎小4年　伊部飛正

★
教
育
長
賞

▲織田小5年　谷口倖太▲宮崎小2年　斉藤衣咲

★
最
優
秀
賞

　
消
し
忘
れ
　
一
番
怖
い
　
忘
れ
物

宮
崎
中
2
年　
籔
内　
玲
奈

★
優
秀
賞

　
火
の
元
は　
安
心
し
て
い
る　
そ
の
心

朝
日
中
2
年　
南
部
蒼
太
朗

　
「
消
し
た
は
ず
」　
と
思
う
油
断
を　
火
が
狙
う

織
田
中
2
年　
渡
辺　
葉
月

　
目
を
離
す　
そ
の
１
分
が　
火
事
の
も
と

越
前
中
2
年　
仲
保　
海
斗

　
た
し
か
め
て　
ね
る
前
で
る
前　
目
で
確
認

宮
崎
中
2
年　
堂
前　
真
代

　
小
さ
な
火　
あ
な
た
の
油
断
で　
災
い
に

一　
　
　
般　
矢
坂　
　
葵

平
成
29
年
度
越
前
町
防
火
ポ
ス
タ
ー
・
火
災
予
防
標
語
優
秀
作
品

越
前
町
火
災
予
防
標
語
受
賞
作
品

　防火ポスターは、576点、火災予防標語は、224点の応募
がありました。厳正な審査の結果、防火ポスターは、特別賞
12点、火災予防標語は、特別賞6点が選ばれました。
　たくさんの作品のご応募ありがとうございました。

　11月9日（木）から15日（水）は、秋の火災予防運動週間です。
　越前町防火協会と消防署では、女性消防隊と消防職員が合同で、一人暮らし高齢者宅の防火訪問などを予定して
います。空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節になりましたので、火の取扱いには、十分気を付けてください。

機
器
代
、
設
置
費
用
は
、
町
が
負
担
し
ま
す

　

10
月
下
旬
か
ら
、
織
田
地
区
で
設
置
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
来
年
の
３
月
ま
で
町
の
証
明

書
を
携
帯
し
た
施
工
業
者
が
、
各
ご
家
庭
を
訪

問
し
、
設
置
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
事
業
所
へ
の
戸
別
受
信
機
の
設

置
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
機
器
代
や
設
置
費
用

は
、
町
が
負
担
し
ま
す
の
で
設
置
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

▲交流の森で記念撮影 ▲交流会の様子 ▲自分たちでトイレ掃除をしました

　
町
内
全
域
で
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
の
訓

練
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃

な
ど
が
あ
っ
た
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か

ら
の
情
報
を
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
確
実
に
お

伝
え
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
の
情
報
伝
達
訓
練

で
す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡
声
器
と
戸
別
受
信

機
か
ら
最
大
音
量
で
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
日
時　
11
月
14
日
㈫　
午
前
11
時
ご
ろ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
全
国
一
斉
訓
練
の
お
知
ら
せ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム︵
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
︶と
は

　
津
波
警
報
、
緊
急
地
震
速
報
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星

を
経
由
し
て
受
信
、
防
災
行
政
無
線
で
自
動
放

送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
現
在
、
放
送
さ
れ
る
緊
急
放
送
は
、
次
の
情

報
で
す
。

・
緊
急
地
震
速
報
（
予
想
震
度
4
以
上
）

・
震
度
速
報
（
震
度
4
以
上
）

・
大
津
波
警
報
、
津
波
警
報
、
津
波
注
意
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

・
特
別
警
報
（
数
十
年
に
一
度
の
大
雨
な
ど
の

荒
天
）

・
国
民
保
護
情
報
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
大
規
模

テ
ロ
な
ど
）

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４–

８
７
２
１

　
な
お
、
朝
日
・

宮
崎
地
区
で
戸
別

受
信
機
を
設
置
さ

れ
て
い
な
い
ご
家

庭
は
、
緊
急
時
に

避
難
行
動
な
ど
が

で
き
る
よ
う
、
戸

別
受
信
機
の
設
置

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課　
☎
３
４–

８
７
２
１ ▲戸別受信機
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特攻の冥福祈る知覧の地	 冨田コズヱ
子を想う親の祈りは無限大	 渡辺　照子川 柳

　
町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
た
め
に
、
教
育･

福
祉
や
道
路･

公

園･

上
下
水
道
の
整
備
・
ご
み
処
理
・
交
通
安

全
や
防
災
対
策
な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
県
と
町
で
は
、
税
の
徴
収
率
の
向
上
や
新
規

滞
納
の
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
滞

納
処
分
や
催
告
、
納
税
に
関
す
る
広
報
活
動
を

集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

取
組
内
容

　
催
告（
電
話
・
臨
戸
）や
滞
納
処
分
の
強
化

町
県
民
税
の
滞
納
者
へ
の
県
と
町
に
よ
る
共

同
催
告

　
年
末
調
整
を
実
施
し
て
い
る
個
人
・
法
人
を

対
象
に
、年
末
調
整
の
説
明
会
が
開
か
れ
ま
す
。

日　
　
時

　
11
月
21
日
㈫　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
11
月
22
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
※
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
町
内
の
個
人
・
法
人
は
、
※
印
の
時
間
が
割

り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
別
の
日
時
に
参
加
し
て
も
結
構
で
す
。

場　
　
所

　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
小
ホ
ー
ル（
越
前
市
瓜
生
）

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
は
、「
税
を
考
え
る

週
間
」
に
協
賛
し
、
相
続
税
な
ど
身
の
周
り
の

税
金
の
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま
す
。

日　
　
時

　
11
月
11
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

11
月
11
日
か
ら
17
日
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

11
月
・
12
月
は
「
県
下
統
一
滞
納
整
理
月
間
」
で
す

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

　
町
税
は
、
こ
の
よ
う
な
町
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
事
業
の
費
用
に
充
て
ら
れ
る
必
要
な
財
源

で
あ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
税
の
仕
組
み
、
使
い
方
や
必

要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４–

８
７
０
９

問
合
せ
先

　
福
井
県
税
務
課
納
税
推
進
室

　
　
☎
０
７
７
６–

２
０–

０
５
１
５

　
税
務
課　
☎
３
４–

８
７
０
９

問
合
せ
先

　
武
生
税
務
署　
☎
２
２–

０
８
９
０

場　
　
所

　
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
鯖
江　
2
階
特
設
会
場

問
合
せ
先

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
事
務
局

　
（
中
西
会
計
事
務
所
内
）

　
　
☎
５
１–

０
１
９
９

　
町
で
は
、
平
成
30
年
度
に
使
用
す
る
町
県
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
納
税
通
知
書
を
送
付

す
る
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

　
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

　
掲
載
規
格　
縦
50
ミ
リ
×
横
60
ミ
リ（
1
枠
）

　
掲
載
枚
数　
約
3
万
枚

　
掲
載
料　
5
万
円
（
1
枠
）

　
募
集
枠
数　
3
枠

申
込
方
法

広
告
の
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に

広
告
の
版
下
原
稿
を
添
え
て
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
ま
す
。

※
広
告
の
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
、

広
告
主
に
帰
属
し
ま
す
。

※
版
下
原
稿
は
、
広
告
主
の
責
任
で
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
締
切

　
11
月
30
日
㈭

納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

掲
載
で
き
な
い
広
告

・
法
令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
や
そ
の
お
そ

れ
が
あ
る
も
の

・
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
や
そ
の
お
そ
れ

が
あ
る
も
の

・
政
治
性
や
宗
教
性
、
人
権
侵
害
な
ど
の
お

そ
れ
が
あ
る
も
の　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４–

８
７
０
９

① ② ③50mm

230 mm

120 mm

60mm

納税通知書送付用封筒（裏面）

　
第
5
回
の
カ
ニ
塾
は
、
世
界
に
生
息
す
る
変

わ
っ
た
カ
ニ
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
来
場
者

に
は
、
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。

日　
　
時　
11
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　
　
所　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
習
室

講　
　
師　
大
間
憲
之　
主
任
研
究
員

テ
ー
マ　
カ
ニ
ア
ラ
カ
ル
ト

　
　
　
　
　
（
個
性
派
カ
ニ
た
ち
が
大
集
合
）

定　
　
員　
20
人

　
　
　
　
　
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
無
料（
別
途
入
館
料
が
か
か
り
ま
す
）

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
第
5
回
カ
ニ
塾入

館
料　
大
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
小
人
３
０
０
円

問
合
せ
先　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
☎
３
７–

２
６
２
６

問合せ先

11月18日土・19日日
越前町くりや 道の駅「越前」
（露天風呂漁火・アクティブハウス越前）

午前9時～午後4時

　

泰
澄
大
師
白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
記
念

し
、
研
修
会
と
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
懇
親
会

に
は
、
越
前
五
山
関
係
者
も
お
招
き
し
ま
す
。

期　
　
日　
11
月
19
日
㈰

研
修
会
︵
一
般
聴
講
可
︶

　
時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
場　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費　
無
料

　
内　
容

ビ
デ
オ
発
表

「
泰
澄
白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
目
に
語
る
」

　
講　
演

「
白
山
開
山
１
３
０
０
年
と
白
山
下
山
仏

に
神
仏
習
合
を
見
る
」

　
講　
師

　
林
西
寺（
白
山
市
）前
住
職　
加
藤
宦　
氏

平
成
29
年
度
越
知
山
泰
澄
塾　
研
修
会

懇
親
会

　
時　
間　
午
後
4
時
30
分
～
7
時

　
場　
所　
い
と
家
（
気
比
庄
）

　
参
加
費　
6
千
円

　
※
懇
親
会
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　
越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局

　
高　
橋　
☎
０
９
０–

７
０
８
１–

６
７
３
２

　
三
田
村　
☎
０
９
０–

２
８
３
３–

０
４
３
９
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過ぎてゆくおかげさまだと祈る日々	 武藤　久子
今日一と日無事をお祈りする	 山内　千代川 柳 祈りから今日一日の幕が開く	 山田千栄子

老いてなおあてにしている運命線	 松村　典子川 柳

　
鉄
道
風
景
写
真
や
鉄
道
の
あ
る
ス
ナ
ッ
プ
写

真
な
ど
、
福
井
鉄
道
と
そ
の
周
辺
を
入
れ
込
ん

だ
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
、
デ
ジ
タ
ル
（
銀
塩
プ

リ
ン
ト
仕
上
げ
）
と
も
4
切
ま
た
は
ワ
イ
ド

4
切
（
い
ず
れ
も
台
紙
不
可
、単
写
真
の
み
）

　
※
ひ
と
り
2
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

作
品
ご
と
に
タ
イ
ト
ル
、撮
影
場
所
、氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
応
募
票
を
作

品
の
裏
面
に
、
天
地
が
分
か
る
よ
う
に
貼
り

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
福
井
鉄
道
の
あ
る
風
景
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト応

募
締
切

　
平
成
30
年
1
月
31
日
㈬

　
当
日
消
印
有
効

賞
・
賞
品

　
最
優
秀
賞　
図
書
券
5
千
円

　
優
秀
賞　
図
書
券
3
千
円

結
果
は
、
平
成
30
年
3
月
に
入
選
者
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
丹
南
広
域
公
共
交
通
機
関
活
性
化
協
議
会

　
（
福
井
県
丹
南
広
域
組
合
内
）

　
☎
２
３–

４
５
５
０

11月の休館日　6・13・20・24・27日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　11月のイベント情報

問合せ先　商工観光課　☎34–8720

遠足ぷらんのご紹介
　陶芸村で子供会行事の際、雨が降った時のお弁当場所は…。寒さを
凌いで休憩したい！など、陶芸村でのお休み処で困ったことはありま
せんか？当館では、このようなお困り事の対応として、『遠足ぷらん』
をご用意しております。予約状況など、お気軽にお問合せください。

使用料　1時間（1小間）1,000円
　　　　（小間は約30人がお座りになれます）
※お食事の際は、敷物を敷いてご利用ください。
※ゴミは各自でお持ち帰りください。

六古窯日本遺産認定記念

越前薪窯作陶展
　六古窯が日本遺産に認定され
たことを記念し、県内の作家・
窯元から、伝統的な薪窯で焼成
された逸品72点を展示し、六
古窯の歴史とそれを継承し進化
を遂げた現在の越前焼を69点
を一同に紹介します。

会　期　11月12日（日）まで
　　　　※期間中休館日　10月30日、11月6日

時　間　午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）

観覧料　無料

※今月の　陶と「　　」と花　はお休みします。

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
で

は
、
越
前
海
岸
の
素
晴
ら
し
い
風
景
や
生
活
文

化
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
下
記
で
ご
紹
介
し
て
い
る
作
品
は
、「
越
前
海

岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
夏

季
」
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
で
す
。

　
引
き
続
き
、
12
月
31
日
ま
で
に
越
前
海
岸
で

撮
影
さ
れ
た
秋
季
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞

　
タ
イ
ト
ル　
キ
タ
！！
大
物
だ
！？

　
撮
影
場
所　
越
前
沖

　
撮
影
者　
鈴
間　
茂
樹
さ
ん
（
厨
）

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
事
務
局

　
☎
３
７–

７
７
１
０
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「
関
西
文
化
の
日
」
は
、
関
西
の
豊
か
な
文

化
資
源
に
気
軽
に
接
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
美

術
・
学
術
愛
好
者
の
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、

文
化
が
息
づ
く
関
西
を
全
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
し
、
集
客
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
11
月
の
第
3
土
曜
日
・
日
曜
日
の
2

日
間
は
「
関
西
文
化
の
日
」
に
賛
同
し
た
関
西

の
博
物
館
が
、
無
料
開
館
い
た
し
ま
す
。

　
越
前
町
教
育
委
員
会
の
施
設
で
は
、
織
田
文

化
歴
史
館
と
雨
田
光
平
記
念
館
が
「
関
西
文
化

の
日
」
に
参
加
し
ま
す
。
こ
の
2
日
間
、
両
館

の
企
画
展
覧
会
が
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

関
西
文
化
の
日　
無
料
開
館
の
お
し
ら
せ

期　
　
間　
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

期
間
中
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

織
田
文
化
歴
史
館
企
画
展

　
「
異
人
探
究　
泰
澄
十
一
の
疑
問
」　

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
、
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６–

２
２
８
８

雨
田
光
平
記
念
館
企
画
展

　
「
越
前
町
の
日
展
作
家　
陶
四
人
展
」

開
館
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
、
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

問
合
せ
先　
雨
田
光
平
記
念
館

　
　
　
　
　
☎
３
６–

２
６
６
６

　
織
田
文
化
歴
史
館
の
資
料
館
で
は
、
展
示
作

業
の
た
め
、
次
の
期
間
休
館
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

展
示
替
休
館
の
お
し
ら
せ

休
館
期
間　
11
月
27
日
㈪
～
12
月
１
日
㈮

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６–

２
２
８
８

　
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
越
前
町
音
楽

祭
を
今
年
も
開
き
ま
す
。
今
年
は
、
藤
原
歌

劇
団
ク
ア
ッ
ト
ロ
ア
リ
ア
と
、
町
出
身
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
辻
喜
久
栄
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招

き
し
て
、
男
性
ヴ
ォ
ー
カ
ル
4
人
の
さ
わ
や
か

な
歌
声
と
ピ
ア
ノ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
届
け
し

ま
す
。

日　
　
時　
11
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
演　

場　
　
所　
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）

入
場
料　
無
料

２
０
１
７
越
前
町
音
楽
祭

主　
　
催　
越
前
町
音
楽
祭
実
行
委
員
会

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
３
４–

２
０
０
０

　

植
物
園
で
採
れ
た
木
の
実
、
草
花
、
果
実

な
ど
の
材
料
で
作
っ
た
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
を

飾
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー

ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時　
12
月
2
日
㈯
、
3
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

定　
　
員　
各
日
20
人

　
　
　
　
　
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

参
加
費　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
別
途
入
園
料
が
か
か
り
ま
す
）

入
園
料　
一　
般　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
・
高
校
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４–

１
１
２
０



こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第28回
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悲しみを涙とともに通夜の月	 原　　榮子川 柳 核ミサイルやめてほしいと祈るだけ	 山谷　ゆり
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がん検診　愛する家族への　贈り物　今月は、「肺がん」です。

　肺がんと新たに診断される人の数は、40歳代後
半から増加し始め、高齢になるほど多くなります。
男女別でみると、男性は女性の2倍以上になってい
ます。がんによる死亡の中で、部位別では男性1位、
女性2位と死亡数が一番多くなっています。

死亡数が一番多いがん

　タバコを吸わない人に比べて、タバコを吸う人が
肺がんになるリスクは男性で4.4倍、女性で2.8倍
高くなります。また、たばこを吸わない人でも、周
囲に流れるたばこの煙を吸うこと（受動喫煙）によ
り発症する危険性が高まることもわかっています。 
しかし、たばこが原因とはいえない場合も多いの
で、タバコを吸わない人も検診を受けましょう。

原因はタバコだけでは
ありません

40歳以上は年に1回、
肺がん検診を受けましょう

　初期の肺がんは、咳やたんなどの症状は出に
くく、検診でなければほとんど見つけられませ
ん。しかし、早期に発見できれば、生存率が高
く、5年生存率は、早期に治療を始めた場合は、
82.6％です。

初期には自覚症状が
ほとんどない

胸部エックス線検査
　胸部をレントゲンで撮影します。
撮影時間は5分程度で、無地のTシャ
ツを着たままでも撮影可能です。

喀
かく

痰
たん

細
さい

胞
ぼう

診
しん

　専用の容器にたんを3日間採取、がん細胞の
有無を顕微鏡で検査します。喫煙者などのハイ
リスク者が対象です。
※ハイリスク者とは、50歳以上で喫煙指数（1日の喫煙
本数×喫煙年数）が600以上の人

　気になる症状がある場合には、検診を待たず
に医療機関で早期に受診しましょう。 

肺がん死の原因（男女） （女性の場合）

40％ 63％
37％

60％
たばこが原因とは言えない
喫煙・受動喫煙

日　時 11月24日（金）　午後1時30分～ 3時 場　所 織田コミュニティセンター

参加費 無料（事前の予約が必要です）

内　容 身近な人の、心の変調のサインに気づき、適切な対応の仕方を学びます。

講演　「東尋坊からのメッセージ　～自殺したらあかん！～」
講師　NPO 法人 心に響く文集・編集局　理事長  茂　幸雄  氏

　三国警察署勤務時代に東尋坊で自殺防止
のパトロールを始め、定年退職後、NPO
法人「心に響く文集・編集局」を設立。自
殺しようと同地を訪れた人を思いとどまら
せるために、日々パトロールにあたる。
　著書は、『東尋坊の茂さん宣言』『自殺した
らあかん！』（共に三省堂）など。

　秋の読書週間にあわせて、県内公共図書館で図書館員がおすすめする本の展示・貸出を一斉に実施しています
（11月30日まで）。今年のテーマは、「セリフで選ぶ物語」です。印象に残った物語・絵本のセリフを紹介します。

　保存期間が終了した雑誌を図書館利用者のみなさんに無償提供します。

問合せ先　　町立図書館　☎34–0395　　　　越 前 分 館　☎37–7713
　　　　　　宮 崎 分 館　☎32–7712　　　　織 田 分 館　☎36–2288

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

福井県内公共図書館合同企画「セリフで選ぶ物語」

町立図書館4館　貸出ベスト（4月〜 9月）

一　　般　　書
羊と鋼の森 （宮下　奈都）
騎士団長殺し （村上　春樹）
蜜蜂と遠雷 （恩田　　陸）
サーベル警視庁 （今野　　敏）
みかづき （森　　絵都）
三鬼 （宮部みゆき）

児　　童　　書
あさがお （荒井　真紀）
アランの歯はでっかいぞこわーいぞ （ジャーヴィス）
だるまさんの （かがくいひろし）
キャンプ！キャンプ！キャンプ！ （青山　友美）
かいけつゾロリの王子さまになるほうほう

（原　ゆたか）

織田分館の雑誌を無償提供します

図書館だよ
り

期　間　 11月11日（土）～ 26日（日）

場　所　 織田分館カウンター前

雑　誌　 家の光・オレンジページ・きょうの料理・
　　　　 きょうの健康・芸術新潮・サライ　など

えちぜん健康チャレンジ
対象講座です

広報 えちぜん 18平成29年11月号

I n f o r m a t i o nえちぜん心のSOS 気づき講座
大切な人のかけがえのない命をみんなで守るために
あなたも “ゲートキーパー” の輪に加わりませんか？ 

ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人の
ことです。特別な資格が必要なものではありません。まずは、家族や仲間、身近な人のことの変化に気づき、
声をかけることからはじめてみませんか？

健康な暮らしのために

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
11月 3 日㈮ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
11月 5 日㈰ 両林医院 ☎37–0005
11月12日㈰ 織田病院 ☎36–1000
11月19日㈰ 織田病院 ☎36–1000
11月23日㈭ 織田病院 ☎36–1000
11月26日㈰ 整形外科大城医院 ☎32–3500

♠2歳児健診
11月28日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥すまいる教室（予約制）
11月16日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝寿殿

♦無料法律相談会（予約制）
11月28日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

♦介護おはなし会
11月23日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
11月 7 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター
11月14日㈫ 越前地域福祉センター
11月21日㈫ 織田コミュニティセンター
11月28日㈫ 社会福祉センター

♠1歳6か月児健診
11月 2 日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥発達相談会（予約制）
11月 7 日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♠離乳食教室・後期（予約制）
11月14日㈫ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
11月27日㈪ 午後 1 時30分～ 4 時 役場別館

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34–8710
　♥福祉課　　　　　　　　☎34–8725
　♦越前町社会福祉協議会　☎34–2388
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保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 11月14日（火） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 11月 8 日（水） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 11月 7 日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 11月14日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 11月 7 日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 11月 8 日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
10
月
15
日
現
在
）

（
10
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（10月1日現在）

　
10
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
、
越
前
町
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
に
任
命
さ
れ
、
明
る
い
選
挙
の

啓
発
の
た
め
に
勤
務
し
て
く
れ
た
人
型
ロ
ボ
ッ

ト
の
勤
務
中
の
一
コ
マ
で
す
。

　
胸
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
期
日
前
投
票
の

期
間
や
場
所
を
教
え
て
く
れ
る
他
、
一
緒
に
記

念
撮
影
を
撮
る
た
め
に
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
く
れ

る
な
ど
若
い
世
代
や
お
子
さ
ん
連
れ
の
有
権
者

に
向
け
た
機
能
も
搭
載
し
ま
し
た
。

　
選
挙
の
啓
発
の
た
め
に
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
し
た
事
例
は
、
県
内
で
は
初
め
て
で
、
全
国

的
に
見
て
も
事
例
は
少
な
く
、
先
進
的
な
取
組

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
約
1
週
間
の
勤
務
で
し
た
が
、
多
く
の
人
と

ふ
れ
あ
い
、
ま
た
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
て
も
ら
い
、
投
票
率
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人　口	 22,062人

　男	 10,692人
　女	 11,370人
世帯数	 7,275戸

（前月より24人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

上
川
去 

月
田
千
代
子
さ
ん
（
87
歳
）

気
比
庄 

塚
本
美
代
子
さ
ん
（
75
歳
）

気
比
庄 

堀
井　

賢
治
さ
ん
（
77
歳
）

上
糸
生 

渡
邉
マ
チ
子
さ
ん
（
83
歳
）

上
糸
生 

松
村　

愛
子
さ
ん
（
80
歳
）

江　

波 

尾
城
次
郎
兵
衞
さ
ん
（
84
歳
）

梅　

浦 

山
下　

藤
子
さ
ん
（
93
歳
）

梅　

浦 

大
川　

笹
乃
さ
ん
（
85
歳
）

小　

樟 

小
倉
き
み
子
さ
ん
（
89
歳
）

大　

樟 

山
田　

ミ
ヨ
さ
ん
（
88
歳
）

道　

口 

歸
山　

清
一
さ
ん
（
68
歳
）

道　

口 

長
谷
こ
ぎ
く
さ
ん
（
90
歳
）

　

厨 

管
原
キ
ミ
ヨ
さ
ん
（
78
歳
）

高　

佐 

壁　

小
三
郎
さ
ん
（
97
歳
）

高　

佐 

三
田
村
君
子
さ
ん
（
82
歳
）

米　

ノ 

笹
原
登
代
治
さ
ん
（
91
歳
）

高　

橋 

北
野
七
郎
左
ヱ
門
さ
ん
（
92
歳
）

杉
の
花 

森
村　

直
敏
さ
ん
（
69
歳
）

市　

場 

林　
　
　

勇
さ
ん
（
87
歳
）

三　

崎 

佐
々
木　

博
さ
ん
（
96
歳
）

西
田
中 

三み

村む
ら

茉ま

莉り

愛あ

（
彰
信
、
女
）

西
田
中 

佐さ

さ々

木き

心み

徳の
り

（
悠
人
、
男
）

気
比
庄 

吉よ
し

田だ　

愛ま
な

斗と

（
良
樹
、
男
）

天　

王 

髙た
か

村む
ら

虎こ

大た

朗ろ
う

（
庄
徳
、
男
）

道　

口 

中な
か

西に
し　

冴さ

海み

（
京
介
、
女
）

　

厨 

別べ
っ

司し　

桃も

菜な

（
拓
海
、
女
）

　

東 

小お

山や
ま　

姫め

依い

（
聖
人
、
女
）

上
山
中 

堀ほ
り　
　

蒼あ
お

生い

（
晃
忠
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
53

―
企
画
展
覧
会 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51−0101

11月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　 毎日5分間放送中！
織田文化歴史館　企画展覧会

【 放送中～11月10日㈮】
インフルエンザにご注意ください

【11月11日㈯～11月 24㈮】
冬の対策は万全に

【11月25日㈯～12月8日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「丹南ふれあい百景　おたっしゃ珍道中」
目指せ国体優勝！ホッケーがホット！！の巻

【11月18日㈯～11月24日㈮】

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
女子ミニバスケットボールチーム
宮崎 QueenBee

【11月11日㈯～11月17日㈮】

学芸員 H

Ｅ子

2
人
は
次
の
展
示
室
に
入
る
。

Ｅ
子 

こ
ら
ら
も
展
示
が
続
く
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ 

は
い
。
今
回
は
１
３
０
０
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、

常
設
展
示
室
の
方
に
も
並
べ
ま
し
た
。こ
こ
は
、能

登
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｅ
子 

石
川
県
の
能
登
？
泰
澄
と
関
係
が
あ
る
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

は
い
。泰
澄
に
は
２
人
の
弟
子
が
い
ま
す
。ひ
と
り

が
臥ふ

せ

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

で
、ひ
と
り
が
浄き

よ

定さ
だ

行ぎ
ょ
う

者じ
ゃ

で
す
。臥
行
者

は
、能
登
島
出
身
な
の
で
す
。

Ｅ
子 

能
登
島
水
族
館
が
あ
る
？

学
Ｈ 

は
い
。能
登
島
に
伝
承
が
あ
っ
て
、臥
行
者
の
お
母

さ
ん
の
墓
も
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
れ
は
？
小
さ
い
物
ば
か
り
。

学
Ｈ 

能
登
の
寺じ

家け

遺
跡
の
出
土
品
で
す
。
石
川
県
羽
咋

市
気け

多た

大
社
の
前
あ
た
り
に
あ
る
有
名
な
遺
跡
で
、

奈
良･

平
安
時
代
に
外
国
の
迎げ

い

賓ひ
ん

館か
ん

み
た
い
な
施

設
が
あ
っ
た
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
遺
跡
で
す
。

Ｅ
子 

展
示
品
は
高
級
品
ば
か
り
な
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

当
時
で
す
と
、
か
な
り
。
遺
跡
か
ら
は
、
貴
族
が
身

に
つ
け
た
ベ
ル
ト
の
留
め
具
と
か
、お
金
、鏡
な
ど

が
数
多
く
出
土
し
て
い
て
、
神
さ
ま
に
お
供
え
を

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

展
示
室
奥
の
ハ
イ
ケ
ー
ス
に
移
動
。

Ｅ
子 

仏
像
が
立
っ
て
い
ま
す
ね
。

学
Ｈ 

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

で
す
。
町
内
の
林り

ん

光こ
う

寺じ

と
い
う

お
寺
の
ご
本
尊
で
、
今
回
初
お
披
露
目
と
な
り
ま

す
。こ
ち
ら
を
調
査
さ
れ
た
杉
﨑
先
生
は
、院
政
期

に
お
け
る
都
の
様
式
が
濃
厚
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、

そ
の
出
来
映
え
の
よ
さ
は
、
都
の
仏ぶ

っ

師し

が
た
ず
さ

わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

都
の
仏
像
な
ん
で
す
か
？

学
Ｈ 

都
に
あ
っ
て
も
、
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
逸
品
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
お

像
が
見
つ
か
る
と
は
、
越
前
町
の
奥
深
さ
に
改
め

て
驚
く
ば
か
り
で
す
。

Ｅ
子
は
次
の
ハ
イ
ケ
ー
ス
を
、ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る
。

Ｅ
子 

越
知
山
・
白
山
の
一
体
観
？

学
Ｈ 

こ
れ
は
、
最
近
わ
か
っ
た
成
果
を
展
示
し
て
い
ま

す
。簡
単
に
言
う
と
、越
知
山
と
白
山
を
直
線
で
引

く
と
、
そ
の
ラ
イ
ン
上
に
主
要
な
遺
跡
が
並
ぶ
と

い
う
も
の
で
す
。

Ｅ
子 

ま
さ
か
？

学
Ｈ 

越
前
町
の
大
谷
寺
遺
跡
、
福
井
市
の
明

み
ょ
う

寺じ

山や
ま

廃は
い

寺じ

や
朝
宮
大
社
遺
跡
な
ど
、
い
ず
れ
も
越
前
を
代
表

す
る
巨
大
な
宗
教
施
設
で
す
。

Ｅ
子 

越
知
山
と
白
山
を
意
識
し
て
つ
く
っ
た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

そ
の
可
能
性
は
高
い
で
す
。
墨
で
書
か
れ
た
同
じ

文
字
が
出
て
い
た
り
、同
じ
よ
う
に
越
知
山
・
白
山

を
意
識
し
た
お
祀
り
を
し
て
い
た
り
、
証
拠
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。

Ｅ
子 
た
し
か
に
、
大
谷
寺
の
裏
山
や
越
知
山
の
山
頂
か

ら
は
、白
山
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
ね（
写
真
１
）。

学
Ｈ 

当
時
も
、
き
っ
と
同
じ
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い

て
、
そ
の
直
線
上
に
遺
跡
を
つ
く
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

Ｅ
子 

時
代
は
い
つ
な
の
で
す
か
？	

学
Ｈ 

平
安
時
代
前
期
で
す
。
そ
う
で
す
ね
、
泰
澄
が
亡
く

な
ら
れ
て
、50
、60
年
経
っ
た
頃
が
中
心
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
子 

奈
良
時
代
で
は
な
い

ん
で
す
ね
。

学
Ｈ 

は
い
。
奈
良
時
代
の

終
わ
り
頃
の
も
の
が

少
し
は
あ
る
の
で
す

が
、
中
心
は
9
、
10

世
紀
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
う
ど
、『
泰た

い

澄ち
ょ
う

和か

尚し
ょ
う

伝で
ん

記き

』
が
書
か
れ

た
頃
と
一
致
し
ま
す
。

Ｅ
子 

な
か
な
か
興
味
深
い

で
す
ね
。

　

今
回
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
は
、
期
間
が
短

い
衆
院
選
の
中
で
、
何
か
し
ら
県
内
初
の
こ
と
を

や
っ
て
、
選
挙
啓
発
の
話
題
作
り
の
一
つ
に
な
れ

ば
、
と
い
う
思
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

同
じ
選
管
書
記
と
い
う
立
場
で
1
週
間
も
勤
務

す
る
と
自
然
と
愛
着
が
湧
く
も
の
で
、い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
寂
し
さ
も
覚
え
ま
す
。勤
務
の
リ
ハ
ー

サ
ル
時
の
動
画
を
見
て
、
過
ぎ
た
時

間
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

編
集
後
記

▲写真1



青
少
年
の
輝
か
し
い
未
来
の
た
め
に

みやざき子ども吟舞教室

　
青
少
年
育
成
越
前
町
民
会
議
で
は
、
越
前
町
補
導
委
員
を
青
少
年

育
成
推
進
員
と
位
置
付
け
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
町
内
の

ま
つ
り
な
ど
で
、
非
行
防
止
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

越
前
陶
芸
ま
つ
り

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
７

お
た
ま
つ
り
＆

Ｏ・Ｔ
Ａ・Ｉ・Ｋ
Ｏ
響
２
０
１
７

　
5
月
27
日
、
越
前
陶
芸
村
で
開
か
れ
た｢
越

前
陶
芸
ま
つ
り｣

で
、
少
年
警
察
協
助
員
な
ど

青
少
年
健
全
育
成
関
係
団
体
と
協
力
し
、
チ
ラ

シ
や
啓
発
グ
ッ
ズ
を
来
場
者
に
配
布
す
る
な
ど

非
行
防
止
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
7
月
15
日
、
厨
・
道
口
漁
港
広
場
で
開
か
れ

た｢

越
前
夏
ま
つ
り
２
０
１
７｣

で
、
チ
ラ

シ
・
啓
発
グ
ッ
ズ
を
来
場
者
に
配
布
す
る
な
ど

非
行
防
止
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

あ
さ
ひ
ま
つ
り

　

7
月
29
日
、
越
前
町
役
場
周
辺
で
開
か
れ

た
「
あ
さ
ひ
ま
つ
り
」
で
、
少
年
警
察
協
助

員
と
協
力
し
て
、
チ
ラ
シ
・
啓
発
グ
ッ
ズ
を
来

場
者
に
配
布
す
る
な
ど
非
行
防
止
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
8
月
19
日
、
オ
タ
イ
コ
・
ヒ
ル
ズ
で
開
か
れ

た｢

お
た
ま
つ
り
＆
Ｏ
・
Ｔ
Ａ
・
Ｉ
・
Ｋ
Ｏ
響

２
０
１
７｣

で
、
少
年
警
察
協
助
員
と
協
力

し
て
、
チ
ラ
シ
・
啓
発
グ
ッ
ズ
を
来
場
者
に
配

布
す
る
な
ど
非
行
防
止
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
他
、
月
例
補
導
や
県
内
一
斉
補
導
活
動
、
鯖
丹
地
区
合
同
で
の
県
外
研
修
な
ど
、
青
少
年

の
非
行
防
止
・
健
全
育
成
の
た
め
、青
少
年
育
成
越
前
町
民
会
議
は
、精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
各
種
団
体
と
協
力
し
、
青
少
年
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～

自然の中で　心やさしく心豊かに　のびのび育つ子どもたち
自然や身近な環境から自分で遊びを

見つけ、考え、達成できる子に
育ってほしいと願います。

広報 えちぜん 24平成29年11月号
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

第7回のおでこま♪は、待ちに
待った11月6日から解禁をむか
える「越前がに」の紹介です♡

act.7 みんな大好き　越前がに

どこで食べれる？

～西
さ い

徳
と く

寺
じ

保育園～No.7
すくすく通信

「手を合わせる」ことが、
当園の原点です 「汚れる遊び」こそ幼少期に

たっぷりさせたい遊びです！

①生き物はかわいがります　②おもちゃや道具は大切にします

③お友達とは仲良くします　④自分のことは何でもはっきり言えるようになります　⑤悪いことはしません

人として大切な「五つのおやくそく」

全国のズワイガニの中でもトップブラン
ドとして知られており、福井県で水揚げ
されたオスのズワイガニのことです。毎
年11/6 ～ 3/20までが漁期間です。

町内には「越前がに」を食べることができるお店がいっぱい。王道の食べ方からお店に
よって特色のある食べ方までいろいろあるので、家で食べるのとは違う、お店でのおい
しい「越前がに料理」もぜひ食べてみてください♡

福井県の魚に制定され、福井県代表の味
覚でもあり、毎年全国からたくさんのお
客様が越前町へ「越前がに」を食べにき
ています。県内でも数か所で水揚げされ
ますが、なんと越前漁港の水揚げ量は県
内随一！

越前がには、めったに食べることがで
きませんが、わたしが一番すきな食べ
方は、ゆでガニです♡でもわたしは
やっぱりメスの「セイコがに」が大好
き♡内子が大好きで、自分で「セイコ
丼」を作って食べちゃいます♡

【越前がにって？】

【わたしの好きな食べ方】【「越前がにの町」としての自慢】　




